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英語での工学系研究論文の作成と発表Ⅰ ASANO DAVID KEN

Engineering Research Paper Writing and Presentation in English 1 　

1 後期 水曜･１時限 情報数理・融合システム分野１年生

工C3-101教室 講義 受講人数の制限有

非該当

(1)授業の達成目標 【授業で得られる「学位授与の方針」要素】 ⇔ 【授業の達成目標】
２６TSカリ

【専攻】さまざまな課題に対処できる高い情報収集・分析能力 英語の文章で書くことができる
とグローバルな情報発信能力

⇔

【専攻】専門知識に基づいて自らの思考や妥当性を論理的に説 研究成果を文章にして論理的に説明できる
明できる批判的思考力

⇔

(2)授業の概要 本授業では、研究成果を英語論文の形にまとめる方法を学ぶ。
国際学会で研究を発表することを想定する学習なので、
できる限り学生自身の研究を題材にする。

(3)授業計画 0.授業の説明、履修方法
1.技術英語（１）
2.技術英語（２）
3.英語論文の構成
4.全体の章立て
5.図の作成方法
6.各章内容の箇条書き
7.文章作成
8.論文完成

(4)成績評価の方
法

課題：30%
最終論文：70%

(5)成績評価の基
準

次の観点で評価をする
・説明が分かりやすいか
・論理的な説明になっているか
・英語が正しいか

総合的に評価して合計点で成績を付ける。
S: 90～100
A: 80～89
B: 70～79
C: 60～69
D: 50～59
F: 0～49

(6)事前事後学習
の内容

事前学習：次回の授業のための準備をする
事後学習：与えられた宿題をやる

(7)履修上の注意 参加型の授業のため、座って聞くだけではなく、自分の意見を発言する必要がある。

(8)質問,相談への
対応

まず担当教員までメールで連絡すること。
対面の相談が必要な場合、日時をその都度設定する。
電子メールアドレス：david@shinshu-u.ac.jp

(9)その他 参加型の授業なので、履修できる人数の上限がある。
上限を超えた場合、実際に英語で国際学会等で発表する予定がある学生を優先する。

【教科書】 指定なし

【参考書】 指定なし


